
平
成
二
十
一
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
一
号

猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
等

の
開
催
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
者
の
指
定
に
関
す
る
規
則

警
察
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
一

号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
猟
銃
及
び
空

気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
及
び
年
少
射
撃
資
格
の

認
定
の
た
め
の
講
習
会
の
開
催
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を

行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
指
定
に
関
す
る
規
則
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

（
指
定
の
基
準
等
）

第
一
条
　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三

十
三
年
政
令
第
三
十
三
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）

第
十
九
条
第
二
項
、
第
十
九
条
の
四
第
二
項
又
は
第
三

十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
第
八
条
ま
で
に

お
い
て
単
に
「
指
定
」
と
い
う
。
）
は
、
指
定
を
受
け

よ
う
と
す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
（
以
下
「
法
人
等
」

と
い
う
。
）
の
申
請
に
基
づ
き
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
指
定
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
令
第
十
九
条
第
一
項
、
第
十
九
条
の
四
第
一
項
又

は
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
（
以
下

「
講
習
事
務
」
と
い
う
。
）
の
実
施
に
関
し
、
適
切
な

計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
講
習
事
務
に
お
け
る
指
導
を
適
正
に
行
う
た
め
必

要
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
者
（
以
下
「
講
師
」

と
い
う
。
）
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
講
習
事
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
た
め
必
要
な

経
理
的
基
礎
を
有
す
る
こ
と
。

四
　
講
習
事
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、

当
該
業
務
を
行
う
こ
と
に
よ
り
講
習
事
務
が
不
公
正

に
な
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

（
指
定
の
申
請
）

第
二
条
　
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
等
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
国
家
公
安
委
員
会
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

二
　
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず

る
も
の

二
　
役
員
の
氏
名
、
住
所
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
面

三
　
講
習
事
務
の
実
施
の
基
本
的
な
計
画
を
記
載
し
た

書
面

四
　
講
師
の
氏
名
、
住
所
並
び
に
講
習
事
務
に
関
す
る

資
格
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
面

五
　
資
産
の
総
額
及
び
種
類
を
記
載
し
た
書
面
並
び
に

こ
れ
を
証
す
る
書
面

（
名
称
等
の
公
示
）

第
三
条
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
指
定
を
し
た
と
き
は
、

当
該
指
定
を
受
け
た
法
人
等
（
以
下
「
指
定
法
人
等
」

と
い
う
。
）
の
名
称
、
住
所
及
び
事
務
所
の
所
在
地
を

公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
名
称
等
の
変
更
）

第
四
条
　
指
定
法
人
等
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
公
示
に

係
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
そ
の
旨
を
国
家
公
安
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
指
定
法
人
等
は
、
第
二
条
第
二
項
に
掲
げ
る
書
類
の

記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の

旨
を
国
家
公
安
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
国
家
公
安
委
員
会
へ
の
報
告
等
）

第
五
条
　
指
定
法
人
等
は
、
毎
事
業
年
度
の
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
を
作
成
し
、
当
該
事
業
年
度
の
開
始
前
に

国
家
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２
　
指
定
法
人
等
は
、
毎
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書
、
収

支
決
算
書
、
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
を
作
成
し
、

当
該
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
国
家
公
安
委
員
会

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
指
定
法
人
等
の
講
習
事
務
に

係
る
事
業
の
適
正
な
運
営
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
当
該
指
定
法
人
等
に
対
し
、
そ
の
財

産
の
状
況
又
は
事
業
の
運
営
に
関
し
報
告
又
は
資
料
の

提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
解
任
の
勧
告
）

第
六
条
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
指
定
法
人
等
の
役
員
又

は
講
師
が
講
習
事
務
に
関
し
不
正
な
行
為
を
し
た
と
き

は
、
当
該
指
定
法
人
等
に
対
し
、
当
該
役
員
又
は
講
師

の
解
任
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
改
善
の
勧
告
）

第
七
条
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
指
定
法
人
等
の
財
産
の

状
況
又
は
そ
の
講
習
事
務
に
係
る
事
業
の
運
営
に
関
し

改
善
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
指
定
法

人
等
に
対
し
、
そ
の
改
善
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き

こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
指
定
の
取
消
し
等
）

第
八
条
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
指
定
法
人
等
が
、
こ
の

規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
、
又
は
前
二
条
の
規
定

に
よ
る
勧
告
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
勧
告

に
係
る
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を

取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
す
る
も
の
と
す

る
。

（
電
磁
的
記
録
媒
体
に
よ
る
手
続
）

第
九
条
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
当
該
各
号
に
定
め

る
規
定
に
よ
る
提
出
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
類
の
提
出

に
代
え
て
当
該
書
類
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
媒
体
（
電
子
的
方

式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ

て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る

も
の
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
）
及
び
別
記
様
式
第

一
号
の
電
磁
的
記
録
媒
体
提
出
票
を
提
出
す
る
こ
と
に

よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
申
請
書
　
第
二
条
第
一
項

二
　
定
款
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
　
第
二
条
第
二
項

三
　
役
員
の
氏
名
、
住
所
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書

面
　
第
二
条
第
二
項

四
　
講
習
事
務
の
実
施
の
基
本
的
な
計
画
を
記
載
し
た

書
面
　
第
二
条
第
二
項

五
　
講
師
の
氏
名
、
住
所
並
び
に
講
習
事
務
に
関
す
る

資
格
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
面
　
第
二
条
第
二
項

六
　
資
産
の
総
額
及
び
種
類
を
記
載
し
た
書
面
　
第
二

条
第
二
項

七
　
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
　
第
五
条
第
一
項

八
　
事
業
報
告
書
、
収
支
決
算
書
、
貸
借
対
照
表
及
び

財
産
目
録
　
第
五
条
第
二
項

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
六
号
）

の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

２
　
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
提
出
は
、
こ
の
規
則

の
施
行
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
現
に
存
す
る
指
定
法
人
等
に
関
す
る
特
例
）

３
　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
二
百
二
十
四

号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
令
第
五
条
の
十

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
附
則
第
五
項
に
お
い
て

単
に
「
指
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
法
人
等
で
あ
っ

て
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
も
の
（
以
下

「
現
に
存
す
る
指
定
法
人
等
」
と
い
う
。
）
は
、
平
成
二

十
二
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
、
第
二
条
第
一
項
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
及
び
同
条
第
二
項
に
掲
げ

る
書
類
を
国
家
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

４
　
第
九
条
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
提
出
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項

中
「
別
記
様
式
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
記
様
式

第
二
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
現
に
存
す
る
指
定
法
人

等
の
名
称
、
住
所
及
び
事
務
所
の
所
在
地
並
び
に
指
定

を
受
け
た
年
月
日
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

６
　
前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
現
に
存
す
る
指

定
法
人
等
に
対
す
る
こ
の
規
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

第
四
条
第
一
項
中
「
前
条
の
規
定
に
よ
る
公
示
に
係
る

事
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
公

示
に
係
る
事
項
（
指
定
を
受
け
た
年
月
日
を
除
く
。
）
」

と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
条
第
二
項
に
掲
げ
る
書

類
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
提
出

さ
れ
た
第
二
条
第
二
項
に
掲
げ
る
書
類
」
と
、
第
五
条

第
一
項
中
「
毎
事
業
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十

二
年
四
月
一
日
が
属
す
る
事
業
年
度
以
後
の
毎
事
業
年

度
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
毎
事
業
年
度
」
と
あ
る
の

は
「
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
が
属
す
る
事
業
年

度
以
後
の
毎
事
業
年
度
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
一
日
国
家
公
安
委

員
会
規
則
第
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
犯
罪
捜
査
規
範
、
国
際

捜
査
共
助
等
に
関
す
る
法
律
に
関
す
る
書
式
例
、
警
備

員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係

る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び

業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
、
風
俗
環

境
浄
化
協
会
等
に
関
す
る
規
則
、
遊
技
機
の
認
定
及
び

型
式
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
、
地
域
交
通
安
全
活
動

推
進
委
員
及
び
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
協
議
会

に
関
す
る
規
則
、
自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
、
暴
力
団
員
に
よ

る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基

づ
く
意
見
聴
取
の
実
施
に
関
す
る
規
則
、
審
査
専
門
委

員
に
関
す
る
規
則
、
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
に

関
す
る
規
則
、
交
通
事
故
調
査
分
析
セ
ン
タ
ー
に
関
す

る
規
則
、
盲
導
犬
の
訓
練
を
目
的
と
す
る
法
人
の
指
定

に
関
す
る
規
則
、
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
の

型
式
認
定
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
、
届
出
自
動
車
教

習
所
が
行
う
教
習
の
課
程
の
指
定
に
関
す
る
規
則
、
技

能
検
定
員
審
査
等
に
関
す
る
規
則
、
運
転
免
許
に
係
る

1



講
習
等
に
関
す
る
規
則
、
外
国
等
の
行
政
庁
等
の
免
許

に
係
る
運
転
免
許
証
の
日
本
語
に
よ
る
翻
訳
文
を
作
成

す
る
能
力
を
有
す
る
法
人
の
指
定
に
関
す
る
規
則
、
自

転
車
の
防
犯
登
録
を
行
う
者
の
指
定
に
関
す
る
規
則
、

特
定
物
質
の
運
搬
の
届
出
等
に
関
す
る
規
則
、
古
物
営

業
法
施
行
規
則
、
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
に
関

す
る
規
則
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
再
発
を
防
止
す
る

た
め
の
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
よ
る
援
助
に
関
す
る

規
則
、
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制

に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
警
察
庁
長
官
の
意
見

の
陳
述
等
の
実
施
に
関
す
る
規
則
、
運
転
免
許
取
得
者

教
育
の
認
定
に
関
す
る
規
則
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の

規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
意
見
の

聴
取
の
実
施
に
関
す
る
規
則
、
国
家
公
安
委
員
会
関
係

自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
、
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業

を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
等
に
よ
る
被

害
を
自
ら
防
止
す
る
た
め
の
警
察
本
部
長
等
に
よ
る
援

助
に
関
す
る
規
則
、
確
認
事
務
の
委
託
の
手
続
等
に
関

す
る
規
則
、
携
帯
音
声
通
信
役
務
提
供
契
約
に
係
る
契

約
者
確
認
に
関
す
る
規
則
、
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関

す
る
規
則
、
届
出
対
象
病
原
体
等
の
運
搬
の
届
出
等
に

関
す
る
規
則
、
遺
失
物
法
施
行
規
則
、
犯
罪
に
よ
る
収

益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
事
務

の
実
施
に
関
す
る
規
則
、
少
年
法
第
六
条
の
二
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
く
警
察
職
員
の
職
務
等
に
関
す
る
規

則
、
被
疑
者
取
調
べ
適
正
化
の
た
め
の
監
督
に
関
す
る

規
則
、
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会

及
び
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
の
た
め
の
講
習
会
の
開
催

に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者

の
指
定
に
関
す
る
規
則
、
行
方
不
明
者
発
見
活
動
に
関

す
る
規
則
、
国
家
公
安
委
員
会
関
係
警
察
等
が
取
り
扱

う
死
体
の
死
因
又
は
身
元
の
調
査
等
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
、
死
体
取
扱
規
則
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事

会
決
議
第
千
二
百
六
十
七
号
等
を
踏
ま
え
我
が
国
が
実

施
す
る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財
産
の
凍
結
等
に
関
す
る

特
別
措
置
法
施
行
規
則
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会

決
議
第
千
二
百
六
十
七
号
等
を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施

す
る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財
産
の
凍
結
等
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
規
定
に
基
づ
く
意
見
の
聴
取
の
実
施
に
関

す
る
規
則
及
び
重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け

る
小
型
無
人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
書
面
に
つ
い
て
は
、
こ

の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
こ
れ
ら
の
規
則
に
規
定
す
る

様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
こ
れ
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
月
二
七
日
国
家
公
安
委

員
会
規
則
第
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
三
月

十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お

い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い

る
書
類
は
、
当
分
の
間
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の

様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ

れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
準
備
行
為
）

第
三
条
　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
等
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
三
年
政
令
第
二
百
八
十
五

号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
銃
砲
刀
剣
類
所

持
等
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
十
三

号
）
第
十
九
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係

る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
猟
銃
及
び
空
気
銃

の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
等
の
開
催
に
関
す
る
事
務

の
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
指
定
に
関
す

る
規
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
提
出
は
、
こ
の

規
則
の
施
行
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

別
記
様
式
第
１
号
（
第
９
条
関
係
）

別記様式第１号（第９条関係）

電磁的記録媒体提出票

猟銃及び空気銃の取扱いに関する講習会等の開催に関する事務の一部を行

第２条第１項
第２条第２項

わせることができる者の指定に関する規則 の規定により提出す
第５条第１項
第５条第２項

べき書類に記載することとされている事項を記録した電磁的記録媒体を以下

のとおり提出します。

本票に添付されている電磁的記録媒体に記録された事項は、事実に相違あ

りません。

年 月 日

国家公安委員会殿

提出者 住 所

名 称

１ 電磁的記録媒体に記録された事項

２ 電磁的記録媒体と併せて提出される書類

備考 １ 電磁的記録媒体に記録された事項欄には、電磁的記録媒体に記録されている事項を

記載するとともに、２以上の電磁的記録媒体を提出するときは、電磁的記録媒体ごと

に整理番号を付し、その番号ごとに記録されている事項を記載すること。

２ 電磁的記録媒体と併せて提出される書類欄には、本票に添付されている電磁的記録

媒体に記録されている事項以外の事項を記載した書類を併せて提出する場合にあって

は、その書類名を記載すること。

３ 不用の文字は、横線で消すこと。

４ 該当事項がない欄は、省略すること。

５ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。

別
記
様
式
第
２
号
（
附
則
第
４
項
関
係
）

別記様式第２号（附則第４項関係）

フレキシブルディスク提出票

猟銃及び空気銃の取扱いに関する講習会及び年少射撃資格の認定のための

講習会の開催に関する事務の一部を行わせることができる者の指定に関する

規則附則第３項の規定により提出すべき書類に記載することとされている事

項を記録したフレキシブルディスクを以下のとおり提出します。

本票に添付されているフレキシブルディスクに記録された事項は、事実に

相違ありません。

年 月 日

国家公安委員会殿

提出者 住 所

名 称

１ フレキシブルディスクに記録された事項

２ フレキシブルディスクと併せて提出される書類

備考 １ フレキシブルディスクに記録された事項欄には、フレキシブルディスク

に記録されている事項を記載するとともに、２枚以上のフレキシブルディ

スクを提出するときは、フレキシブルディスクごとに整理番号を付し、そ

の番号ごとに記録されている事項を記載すること。

２ フレキシブルディスクと併せて提出される書類欄には、本票に添付され

ているフレキシブルディスクに記録されている事項以外の事項を記載した

書類を併せて提出する場合にあっては、その書類名を記載すること。

３ 該当事項がない欄は、省略すること。

４ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
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